
科 目 名 外 国 史【社福】 開 講
キャンパス 神 埼

担 当 者 古 城 真由美

開 講 年 次 2 開講期 前期 単位数 2 必修・選択 選 択

授業の概要
及びねらい

本講義では、「モノ」からみた世界史について学びます。「モノ」というテーマを中心に歴史を
学ぶことで、世界の動きと日本との関連、および現代の国際情勢についても理解を深めていき
ます。授業の前半で基礎知識を学び、後半では受講生のみなさんに発表をしてもらいます。ま
た、通史でなくテーマ学習を進めていくので、基礎知識の不足は授業外学習で補っていきます。

授 業 の
到 達 目 標

・大航海時代以降の世界の歴史を、日本と関連づけて理解し、説明することができる
・調べる→整理する→まとめる→伝えることができる
・現代の国際情勢について、歴史学的知見に基づいて説明することができる
・プレゼンテーションのスキルを高めることができる

学 習 方 法 講義、演習

テキスト及
び参考書等 テキストは使用しません。毎回プリントを配布し、参考文献は適宜紹介します。

評 価 基 準 ・ 方 法 到 達 目 標
知識・理解 思考・判断 関心・意欲・態度 技能・表現 評価割合％

定期試験 ◎ ○ ○ 40
小テスト等
宿題・授業外レポート
授業態度 ◎ 10
受講者の発表 ◎ ◎ ◎ ○ 40
授業への参加度 ◎ 10

その他 欠席が5回を超えた場合、発表に参加しなかった場合は評価対象外とします
合 計 100

（表中の記号 ○評価する観点 ◎評価の際に重視する観点）
授業計画（学習内容・キーワードとスケジュール）

第 1 週 ガイダンス
第 2 週 大航海時代の幕開け
第 3 週 スペイン・ポルトガル～オランダ
第 4 週 イギリス・フランス
第 5 週 近代世界史システムと奴隷貿易
第 6 週 紅茶1
第 7 週 紅茶2（発表）
第 8 週 砂糖1
第 9 週 砂糖2（発表）
第10週 コーヒー1
第11週 コーヒー2（発表）
第12週 チョコレート1
第13週 チョコレート2（発表）
第14週 DVD 鑑賞「おいしいコーヒーの真実」
第15週 まとめ
第16週 テスト

備 考
・具体的なスケジュールと評価方法については、第1回と第15回の授業で説明しますので、必ず出席してください。
・授業に関する基礎知識が不足する場合は、授業中に紹介される参考文献をもとに各自授業外学習で補ってください。
・理由のない遅刻・欠席・中途退室は認めていません。必ず事前に届け出てください。
・他人の受講を妨げる行為（私語、携帯の使用など）は一切禁止ですので、しないようにしてください。
・授業に関する不明点は必ず教員まで確認するようにしてください。
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